
バイオガスプラントの事業収支 （宇検村）

① 原料排出業者から費用を徴収しない場合

• 全体と し て､現時点での本ﾓﾃﾞ ﾙの収支想定はﾏｲﾅｽと なる｡
発電機容量に余力があるため､他の原料の受け入れが可
能であり 、 その場合収支が改善さ れる可能性がある 。

• 売電価格は現状の一般的な電力小売価格を やや下回る設
定と し ている｡消化液の販売価格は､含まれる肥料成分を
価格に転換し て小売価格を推定し ている｡

• 臭気問題が解決で き る 見込みがあれば､ﾊ゙ ｲｵｶﾞ ｽﾌﾟ ﾗﾝﾄを
酒 造 工 場 に 隣 接 さ せ る こ と で､年 間 の 原 料 輸 送 費
2,122,000円が節約可能である｡

• 全体と し て事業収支はﾏｲﾅｽと なる が､村の生ご み処理経
費等を 置き 換える 側面も あり ､村全体を 見た場合の経済
効果に留意する必要がある｡

• 減価償却を 除い た 毎年のｷｬｯｼｭﾌﾛｰはﾊ゙ ﾗﾝｽする｡こ のた
め､も し 融資に頼ら ず建設が可能であれば､施設の維持は
可能と 考えら れる｡

表　 バイ オガスプラ ント 年間収支( 円) 　 ①

項目 金額 内訳

原料受入費 2, 274, 000
焼酎廃液、 マグロ残渣につき1ｔ あたり
1, 000円で受け入れ　 年間2, 274ｔ

( 卸売) 売電収入 5, 906, 440
※ 単価20円/kWh。 現在の九州電力単
価 を 下 回 る 設 定 と し た 。 発 電
量: 295, 322kWh

消化液販売 7, 760, 000 年間　 3, 104t 　 販売単価　 2, 500円/t

合計収入 15, 940, 440

減価償却費または施設賃貸料 11, 501, 233 下記

用地賃貸料 0

水道光熱費 1, 100, 000

保険料 400, 000

維持管理費 3, 200, 000 下記

管理人件費 4, 000, 000

PPA託送料・ 再エネ賦課金 4, 219, 004
再エ ネ賦課金 3. 45円/kWh、 託送料金
10. 65円/kWh

原料輸送費 2, 122, 000 2-1-11に詳細

消化液散布費 835, 000

国産110psト ラ ク タ 12, 000, 000、 円
国 産 7t ス ラ リ ー タ ン カ ー
4, 700, 000 円 1 台 合 計
16, 700, 000 円　 20年間均等で費用化

合計支出 27, 377, 237

収支 -11, 436, 797

支出

収入
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バイオガスプラントの事業収支 （宇検村）

② 原料排出業者から費用を徴収する場合

• 原料供給者から 産廃処理費用を受領する場合
を 想定し た。

• 収支は依然マイ ナスであるが一定の改善を 見
込むこ と ができ る。

• 建設費用等に補助率1/2の補助金が活用でき
れば収支の。
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徳之島町 実証事業計画

1 畜産バイオマスエネルギー

・ 生産した畜産バイオガスで発電することで、1186kWh/日( 439, 926kWh /年) を公共施設、堆肥センターへの供給が可
能となる。

・ バイオガスの利用により、二酸化炭素およそ131. 5ｔの削減効果となる。

・ 収支計算上の収益を町の電力料金に還元した場合、町の公共施設3施設について、年間の電力使用料金
11, 904, 661円のうち、10, 781, 061円が節約可能となる。

2 バイオマス資源の活用

・ 徳之島町の主要産業の一つである、サトウキビ製糖業の副産物であるバガス（搾汁後のサトウキビ茎）、ハカマ（搾
汁前に取り除かれた葉など）がバイオガスプラントの原料として活用可能である。バガスについては製糖工場で燃焼
発電によりエネルギー化されているが余剰量が年間1000トンを超える。

・ 町のもう一つの主要産業である畜産業（肉用牛）に由来する家畜ふん尿がもう一つのバイオマス資源となる。バガ
ス、ハカマは肉牛の敷料としても活用が望まれており、敷料使用後にプラント原料としてエネルギー化も可能である。
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徳之島町 事業化に向けた課題についての検討

課題 内容 本事業での検討さ れた解決の方向性

政策面

• 肉牛の増頭計画が進行し ている が、 増頭計画分のふん尿処理やバイ オガス事業に関する 政策
検討はさ れていない状況である 。

• バイ オガス事業は町による 公共事業で建設、 町職員による公社的な事業が理想的と の意向を
確認、 公共事業実施に向けた課題の整理を 行う 。

• バイ オガスプラ ン ト では、 畜産ふん尿の他、 汚泥、 生ごみなど町で管理する 廃棄物の処理す
る 混合発酵の課題について整理する 。

• 堆肥センタ ー、 南西糖業、 役場各部署の協議会設立による協議が必要である 。

• 本事業のバイ オガス事業の検討により 、 増頭対策
と なるふん尿処理の検討を実施でき ている 。

• 昨年度に引き 続き 、 公共事業と し て検討を 継続す
るこ と が確認さ れた。

• 混合発酵プラ ント の課題は、 特に食品残さ を 処理
する 場合の異物の分別が課題である。

• 堆肥セン タ ー、 南西糖業、 役場各部署を構成員と
し た協議会による 検討を実施し た。

バイ オマス資源
ふん尿処理

• 町産牛肉の需要は増加傾向にあり 、 堆肥セン タ ーは建設後30年が経過、 増頭し た場合のふん
尿発生量処理が課題である 。

• 製糖工場の燃焼発電のサト ウキビバガスは、 不足し ている畜舎敷料と し ての需要があり 、 敷
料利用後のバイ オガス化の検討によ り 敷料不足が解消さ れる 。

• 稼働中の堆肥セン タ ーでも ビニールや木く ず等の混入異物の除去が課題と なっ ており 、 バイ
オガスプラ ン ト での対応策について検討を 行う 。

• 本事業のバイ オガス事業の検討により 、 堆肥セン
タ ーの老朽化の対策と なるふん尿処理の検討を実
施でき ている 。

• 製糖工場から は、 年間3,000ｔ のサト ウキビ 残さ の
供給が可能である こ と が確認さ れた。

バイ オガスの利用

• 九州電力へのFIT接続事前相談では、 対策なし では系統連系出来ないと いう も のであっ たこ と
から 、 接続検討申し 込みによる 詳細検討が必要である。

• 製糖工場のバガス燃焼発電から バイ オガスプラ ント での発電、 工場への送電を検討する ため、
工場への電力供給方法について詳細調査を 行い、 製糖会社と 管理運営方法、 売電価格等につ
いて協議を 行い， 電力供給システムを 構築する。

• FIT認定は取得せず、 バイ オガス電力は自営線によ

る 堆肥セン タ ー、 運動公園、 美農里館で の利用を
想定する 。

農地還元、 メ タ ン発
酵肥料の利用

• 島内は肥料不足の状況、 農家を 交えたメ タ ン 発酵堆肥利用に向けての勉強会や、 散布試験を
通じ て作物ごと (サト ウキビ、 じ ゃがいも )の施肥設計、 散布車両によ る施肥方法、 車両進入
に制限のある 農地への散布方法の検討を行う 。

• バイ オガスプラ ン ト 導入により 上記課題がどのよう に軽減でき るか検討する 。

• メ タ ン 発酵肥料の用途拡大を目的と し て、 堆肥のペレ ッ ト 化など加工技術等について情報収
集が必要である。

• 地域から の散布試験の要望は無かっ たが、 次年度
も 継続し て散布試験の提案を 行う 。

• 小規模車両による 農地への散布方法の情報提供を
行っ た。

表 徳之島町におけるバイ オガス事業の課題の整理
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徳之島町 事業化推進協議会開催概略

第1回 事業化推進協議会 2022年11月18日
町の各部局およ び堆肥センタ ーの参加を得て開催し た。 主たる原料供給者である製糖会社については担当者が所
用が所用のため欠席と なっ た。 こ の場で、 堆肥原料が年間7000ト ンの余剰がでていると の報告を受けている。 バ

イ オガスプラ ン ト の想定を作る 本事業の主旨について改めて共有するこ と ができ た。 町よ り 候補地と し て堆肥セ
ンタ ーの敷地が打診さ れた。

第2回 事業化推進協議会 2022年12月15日
第1回の参加者に加え、製糖会社工場長の参加を得て開催した。特にバガス（搾汁後のサトウキビ茎残渣）については、製

糖工場において高度にエネルギー化されており、製糖工場においては資源やエネルギーの流れを組み替えるのは困難で
あることが確認された。一方余剰バガスも5％程度存在しているほか、ハカマ（搾汁前に除かれる葉片）も3000トンが出て

いるとの事だった。町内の畜産農家で問題となっている敷料不足については、製糖会社側よりバガス余剰分とハカマを敷
料として提供できる旨の提案を受けている。令和3年度事業では製糖会社工場と運動公園を主なエネルギー供給先とし

て想定したが、製糖会社については供給先として想定することが困難であると判明したため、運動公園、堆肥センター、村
立の食品加工センターを供給先として想定した。

第3回 事業化推進協議会 2023年2月27日
前2回の協議に基づき、堆肥センターにバイオガスプラントを設置し、自営線により給電する想定を作成、報告を行った。
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バイオガスプラント（イメージ）

電力（自営線敷設）

徳之島町
事業化推進協議会において策定されたバイオガスプラントモデル概略

（ バイ オガスプラ ント 想定）
プラ ント 方式：

湿式 中温発酵+殺菌高温発酵( 2段式)

発酵槽容量： 1, 275㎥
貯留槽容量： 2, 170㎥
発電機出力： 100kW
バイ オガス発生量： 857㎥/日
発電量： 1, 568 kWh/日

・サトウキビバガス・サトウ
キビハカマ・牛ふん尿
など 計20ｔ/日

運動公園

道のり600ｍ

道のり700ｍ

美農里館

想定立地： 堆肥センター

圃場面積
ha

散布可能量
t/ha 散布可能総量 t

サトウキビ （基肥） 1,130 20 22,600
ばれいしょ 210 20 4,220

合計散布可能量 t 26,800

想定した建設候補地：堆肥センター敷地内
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徳之島町 原料想定

原料種別 年間投入量 (t)
バガス 2,000

ハカマ 3,000

肉用牛 ふん尿 4,380

合計 9,380

想定原料量

・ 想定した原料については、いずれも現状で堆肥センターに収集集積されており、計画ではその余
剰分を活用することを想定した。

南西糖業
株式会社

サトウキビ残渣
（バガス、ハカマ）

畜産農家
肉用牛ふん尿 繁殖牛250
頭､育成牛250頭を想定 

原料供給者

堆肥センターにおける原料集積
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バイオガスプラントからのエネルギー利用 （徳之島町）

候補施設
年間使用量

kWh

美農里館 274,348 

総合運動公園 105,440 

堆肥ｾﾝﾀｰ 60,138 

合計 439,926 

表 各施設の年間使用電力量 (徳之島町)
• 徳之島町においては、バイオガスプラントにおいて想

定した発電量と需要量が近い

① 運動公園
② 堆肥センター
③ 美農里館（食品加工施設）

の3 施設を供給対象として想定した。

• いづれの施設も日中のみ稼働するため、日中の12 時
間で電力を消費するものと想定して、時間あたりの電
力使用量を計算した。

運動公園

道のり600ｍ

道のり700ｍ

美農里館

想定立地： 堆肥センター

3 施設合計の時間当たり電力消費を計
算した。

5 -10 月の半年間は必要な電力がバイオ
ガスプラントのみでは足りず、外部から電
力を購入する想定とした。

その場合でも、年間使用電力の9 2 ％が
バイオガスプラント由来となった。

月
3施設・合計電

力使用量

3施設・日中1
時間当たり使

用電力量

バイオガス
プラントから
の1時間あたり

給電量

日中1時間当た
り外部購入電

力量

(kWh)

月間外部購入
電力量

4月分 30,075 83.54 100 0.00 0 
5月分 38,531 103.58 100 3.58 1,331 
6月分 40,002 111.12 100 11.12 4,002 
7月分 43,345 116.52 100 16.52 6,145 
8月分 47,419 127.47 100 27.47 10,219 
9月分 50,211 139.48 100 39.48 14,211 
10月分 37,868 101.80 100 1.80 668 
11月分 31,168 86.58 100 0.00 0 
12月分 30,430 81.80 100 0.00 0 
1月分 30,757 82.68 100 0.00 0 
2月 29,237 87.01 100 0.00 0 
3月 30,675 82.46 100 0.00 0 

表 各施設の月別1時間あたり使用電力量 (徳之島町)
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バイオガスプラントの
建設コスト推計 （徳之島町）

※ この積算は経済効果の試算を 目的と し た費用推計です。 通常の見積書と
異なり ､当該金額での建物設備等の完成や役務の受託を保証するも のでは
ないこ と にご留意く ださ い。

工  事  名 徳之島町バイオガスプラント整備事業

金  額 離島割増35％

名  称 規格 員数 単位 単価 金額

建築工事 施設本体工事 1 式 237,100,000 237,100,000

電気設備工事 1 式 54,410,000 54,410,000

機械設備工事 1 式 89,540,000 89,540,000

設備機器工事 1 式 167,100,000 167,100,000

外構工事 1 式 17,480,000 17,480,000

管理施設等工事 1 式 55,980,000 55,980,000

試運転調整費 1 式 9,460,000 9,460,000

現況測量 1 式 3,230,000 3,230,000

地盤調査 1 式 3,810,000 3,810,000

基本設計 1 式 8,560,000 8,560,000

実施設計 1 式 9,610,000 9,610,000

工事監理 1 式 8,390,000 8,390,000

工事価格 664,670,000

消費税相当額 10 ％ 66,467,000

合  計 731,137,000

\731,137,000− （消費税等含む）

• プラント規模を基に、標準的な部材単価、施
工単価を用いて、建設コストの推定を行った。

• コスト推定にあたっては、プラント規模と構
造を基に建設価格を推定する独自モデルを用
いている。

• 離島という地理的要因によるコスト増加を
35％と見込んだ。
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バイオガスプラントの事業収支 （徳之島町）

• 村内の公的施設への電力供給による電気代金の
削減額と 消化液の販売想定によ り 、 施設整備を
行っ ても 年間での収益が見込める結果と なっ た。

• 村内3施設（ 運動公園、 美農里館、 堆肥セン
タ ー） に対し て現在使用電力の約92％を供給す

る も のと し 、 対応する電力料金を昨年度の電力
料金の負担額から 見積も っ た。

• 消化液の散布作業を含む販売単価は、 推定さ れ
る 肥料成分含有量から 既存の化学肥料価格と の
比較により 単価を2500円/ｔ と 推定し ている 。

収入 売電収入/電力費節約 10, 971, 551
供給先: 美農里館、 運動公園、 堆肥セン
タ ー

堆肥/消化液　 販売 23, 450, 000 年間　 9380t 　 販売単価（ t ） 2, 500円

収入合計 34, 421, 551

支出 用地賃貸料 0

設備償却費 12, 185, 617
プ ラ ン ト 建設費用自己負担分 定額20
年償却

設備維持管理費 3, 200, 000 既存プラ ント の管理データ より 推計

水道光熱費 1, 100, 000

保険料 400, 000

管理人件費 8, 000, 000 2人工

原料輸送費 4, 690, 000
R3調査 よ り 単価 500 円 /t 、 想定 原料
9, 380t

散布車両 2, 505, 000
120psト ラ ク タ 、 7t ス ラ リ ータ ン カ ー
各3台

支出合計 32, 080, 617

年間収支 2, 340, 935
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② 県内の7振興局/支庁ごとに、所在する市町村や
地域関係者を対象とした地域懇話会の開催

【現地状況の概要 参加者の反応】

• 開催地域は、 バイ オガス利用の県内普及拡大を はかるべく 、 県内7つの振興局・ 支庁ごと の開催と し 、
今後の畜産バイ オマスエネルギー利用の拡大及び活性化を目指し た。

• 参加者のほと んどは市町村役場の担当者であり 、 参加さ れた方のほと んどが、 再生可能エネルギー
あるいは地域の廃棄物処理と し て畜産バイ オマスに高い関心を持っ ていた。

• それぞれの地域懇話会では、 隣接市町村の担当者同士、 あるいは同じ 市町村の異なる 部門の担当者
同士（ 企画課と 農林課など） の意見交換の場と し て機能する場面が随所で見受けら れた。

• 今年度の各懇話会に有識者と し て講話をいただいた鹿児島県獣医務技監で獣医師の北野良夫氏は、
各地域の事情に深く 通じ 、 懇話会後の質疑にも 積極的に参加さ れ、 自治体間での情報交換を促進さ
れるなど特筆すべき 貢献を いただいた。
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地域懇話会の開催状況

地域振興局・支庁 事業名称 開催日
地域懇話会

参加者数会場名

振興局
地域懇話会名称 時刻 会場名

（うちオンライン
参加）拠点

鹿児島地域振興局 鹿児島市
令和4年度 鹿児島県 畜産バイオ
マスエネルギー導入活性化事業

令和5年2月8日
サンエールかごしま

3名
小研修室2

鹿児島地域振興局域内 地域懇話会 10:30～12:00 （3名）

南薩地域振興局 南さつま市
令和4年度 鹿児島県 畜産バイオマス

エネルギー導入活性化事業
令和5年1月26日 南さつま市民センター 4名

南薩地域振興局域内 地域懇話会 10:30～12:00 （2名）

北薩地域振興局 薩摩川内市
令和4年度 鹿児島県 畜産バイオ
マスエネルギー導入活性化事業

令和5年1月19日
川内駅コンベンションセンター

6名
（SSプラザせんだい）

北薩地域振興局域内 地域懇話会 15:30～17:00 （1名）

姶良・伊佐地域振興局 姶良市
令和4年度 鹿児島県 畜産バイオ
マスエネルギー導入活性化事業

令和5年1月18日
霧島市 国分公民館

6名

姶良伊佐地域振興局域内 地域懇話会 13:30～15:00 （1名）

大隅地域振興局 鹿屋市
令和4年度 鹿児島県 畜産バイオ
マスエネルギー導入活性化事業

令和5年1月27日
リナシティかのや

12名
（鹿屋市民交流センター）

大隅地域振興局域内 地域懇話会 10:00～11:30 （1名）

熊毛支庁 西之表市
令和4年度 鹿児島県 畜産バイオ
マスエネルギー導入活性化事業

令和5年1月13日
種子島開発総合センター

4名
鉄砲館・大会議室

熊毛支庁域内 地域懇話会 13:30～15:00 （0名）

大島支庁 奄美市
令和4年度 鹿児島県 畜産バイオ
マスエネルギー導入活性化事業

令和4年12月20
日

奄美市市民交流センター
16名

多目的室

大島支庁域内 地域懇話会 15:15～16:45 （14名）
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地域懇話会・質疑（抜粋）

自治体 部署名 氏名 参加方法
鹿屋市 林務水産課 ＊＊＊ 会場
鹿屋市 政策推進課 ＊＊＊ 会場
鹿屋市 政策推進課 ＊＊＊ 会場
曽於市 企画政策課 ＊＊＊ オンライン
曽於市 企画政策課 ＊＊＊ 会場
曽於市 企画政策課 ＊＊＊ 会場
南大隅町 企画課 ＊＊＊ 会場

大崎町 企画調整課 ＊＊＊ 会場
大崎町 耕地課 ＊＊＊ 会場

東串良町 農林水産課 ＊＊＊ 会場
東串良町 企画課 ＊＊＊ 会場
錦江町 産業建設課 ＊＊＊ 会場
鹿児島県 商工労働水産部 ＊＊＊ 会場
（外部講師） 獣医学博士 ＊＊＊ 会場
ﾊﾞｲｵﾏｽﾘｻｰﾁ（株） 札幌支社 ＊＊＊ 会場
ﾊﾞｲｵﾏｽﾘｻｰﾁ（株） 札幌支社 ＊＊＊ 会場

日時：令和5年1月27日（金）10時00分～11時30分
会場：リナシティかのや情報研修室B
出席者（敬称略）

（質疑）

A 市参加者：A 市は過去に「環境畜産センター」が話題になったが上
手く いかなかった苦い経験がある。臭気対策は大きな課題

A 市参加者：北海道以外の実績が無い。イメージするのに13 年のブラ
ンクで情報的についていけてない。消化液や嫌気性発酵の件も含め
鹿児島の現状に合ったバイオガスプラントを望む。

竹内：（A 市は）いろんな経験のある自治体。A 市ＢＧＰと北海道ＢＧＰ
はほぼ同じ時期、2 0 年くらい前に遡り、北海道は約12 0 基のＢＧＰを
有するに至っている。ただ「北海道で進んで、九州では進んでいない」
わけでもなく、九州の実例として、宮崎県新富町には（乳用牛ながら）
本部農場のＢＧＰが稼働している。計画段階での調査が重要と考える。

Ｂ町・参加者：鹿児島県・ﾊ゙ ｲｵﾏｽﾘｻー ﾁとの協議会を実行中。老朽化し
た堆肥センターも2 年前に改修、畜産農家・施設園芸農家との意見交
換会も推進している。
そういった中、この事業はＢ町単独でいけるものなのか否かといった
検討も含めて進めているところ。

竹内：（懇話会に遅れて入室した自治体のために3 年間の事業概要を
説明）Ｂ町の農家は、学習度が高く、建設候補地などでの提言にも積
極的
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地域懇話会・質疑抜粋

（会場質疑抜粋）
北野：県は北海道に次いで、ふん尿量も多い中で、地域に特化して調べる
必要あり。

竹内：2 0 年前に鹿児島でもブームになりそうな感じであった。現地の事情
をしっかり調査・把握した独自性が大切。決まったものを押し付けてもうまく
いかないので。

（C 市・参加者）：乳牛の事例が多いが、肉牛も同様に考えて良いか？
竹内：湿式・乾式の発酵方法の違いがある。肉牛原料の場合、乾式と云わ
れているが、国内では、圧倒的に湿式が多い。ふん尿だけでなく、生ごみな
ども含めた検討が必要となる。

（D 市・参加者）：プラントの耐用年数は？

竹内：北海道では2 0 年経過したプラントも存在してる。そのぐらいのスパン
で使用可能。

自治体 部署名 役職など 氏名 参加方法

南さつま市 総務企画部 総合政策課政策推進係 ＊＊＊ 会場

南さつま市 産業おこし部 農林振興課畜産鳥獣係 ＊＊＊ 会場

指宿市 市民生活部 環境政策課 ＊＊＊ オンライン

枕崎市 企画課 企画調整係 ＊＊＊ オンライン

鹿児島県 商工労働水産部 エネルギー対策課主事 ＊＊＊ オンライン

（外部講師） 獣医学博士 ＊＊＊ 会場

ﾊﾞｲｵﾏｽﾘｻｰﾁ（株） 札幌支社 専務取締役 ＊＊＊ 会場

ﾊﾞｲｵﾏｽﾘｻｰﾁ（株） 札幌支社 研究員 ＊＊＊ 会場

ﾊﾞｲｵﾏｽﾘｻｰﾁ（株） 札幌支社 ＊＊＊ オンライン

日時：令和5年1月26日（木）10時30分～12時
会場：南さつま市民センター第2サークル室
出席者（敬称略）
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懇話会資料・抜粋
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③ 43市町村アンケート・抜粋 －1 バイオマス事業へ取り組む動機

• 昨年度に引き続き、県内の畜産バイオマスに関する情報を把握するため全43市町村およびJAにアンケート調査を行った。全市町村から回答を
得ている。

• 自治体がバイオマス事業に取り組むための動機としては、CO2削減と廃棄物処理に関してが最も多くなった。
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43市町村アンケート・抜粋 －2 自治体が取り組むバイオマス事業の内容

• 複数の自治体でバイオマス発電施設の導入など先進的な取り組みが行われていた。
• 現在具体的な取り組みが進んでいるのは４３自治体中、１７自治体となる。さらに多く

の自治体で取り組みが進むよう支援と働きかけが必要と考えられる。
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43市町村アンケート・抜粋 －3 今後の取り組み予定
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特定テーマ （抜粋） 多種多様なﾊ゙ ｲｵﾏｽ資源のﾒﾀﾝ発酵処理

項目 内容

原料 ･肉用牛ふん尿(採取場所:鹿児島県鹿屋市内農場)
･乳用牛ふん尿嫌気性発酵消化液(採取場所:宮崎県新富町本部農場ﾊ゙ ｲｵｶﾞ ｽ
ﾌﾟ ﾗﾝﾄ)

発酵条件 湿式嫌気性発酵､発酵温度55℃､滞留期間35日間

発酵槽施設 ･回分式発酵槽: 容積1000ml ( 有効容積600ml )
･ｻー ﾓｺﾝﾄﾛ ﾙー温水槽
･ｶﾞ ｽﾊ゙ ｯｸ

計測機器 ･湿式ｶﾞ ｽﾒ ﾀー試験装置･ｶﾞ ｽ計測器( ｶﾞ ｽｸﾛﾏﾄｸﾞ ﾗﾌｨ )ー

試験仕様:

試験結果:
･試験経過:乳牛ふん尿を原料と する高温嫌気性発酵消化液を 種菌と し て用いて実施し た､肉
用牛ふん尿の高温嫌気性発酵試験において､良好なﾊ゙ ｲｵｶﾞ ｽ精製が確認でき た｡
･ﾊ゙ ｲｵｶﾞ ｽの精製:肉用牛ふん尿1tあたり に換算し て約58㎥のﾊ゙ ｲｵｶﾞ ｽ(ﾒﾀﾝ濃度45.8%)が精製さ
れた｡ﾒﾀﾝ濃度がやや低い数値であるが､ﾒﾀﾝ濃度55%に換算し た場合は約48㎥､60%に換算し
た場合は約44㎥に相当する｡こ れは､弊社の乳用牛ふん尿の発酵試験実績値35㎥と 比較し て
高い数値と なっ た｡

･以上のこ と から ､本事業でｴﾈﾙｷ゙ ｰ化を 検討し ている肉用牛ふん尿が有用なﾊ゙ ｲｵﾏｽ資源であ
ると 評価でき る｡

図1 メタン発酵
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